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広報稲敷 平成18年3月号　2

東地区

桜川地区

新利根地区

江戸崎地区

８

７
６

５
４

３

２

１

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
梅
の
花
な
ど
の
つ
ぼ
み
が

ほ
こ
ろ
び
始
め
、
季
節
は
着
実

に
春
の
装
い
を
ま
と
い
始
め
て

い
ま
す
。３
月
の
下
旬
と
も
な

る
と
、
稲
敷
市
の
１
歳
の
誕
生

日
を
祝
う
か
の
よ
う
に
色
と
り

ど
り
の
花
が
咲
き
始
め
、
桜
の

季
節
へ
と
続
い
て
い
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
稲
敷
市
１
周
年
を
記

念
し
て
、
市
内
の
代
表
的
な
桜

の
名
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
。こ

こ
数
年
、
桜
の
開
花
時
期
が
早

ま
っ
た
り
遅
か
っ
た
り
と
一
定

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
の
開
花
情
報
を
た
よ
り
に
、

市
内
の
桜
め
ぐ
り
に
出
か
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
稲
敷
市
産
業
振
興
課
商
工
観

光
係（
東
庁
舎
）☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
０
０
０（
内
線
５
２
０

７
）

咲
く
い
な
し
き
の
春

市
内
桜
ス
ポ
ッ
ト　

ADDRESS ①横利根閘門ふれあい公園＝横利根川の利根川合流口②新利根
川桜づつみ＝新利根川河口付近〜幸田橋③阿波崎城址＝阿波崎2387外④安
穏寺＝阿波961-1⑤興禅寺＝古渡357⑥逢善寺＝小野318⑦熊野神社＝下
根本1576⑧小野川桜づつみ＝大正橋付近　　※詳細は市のHP をご覧ください

桜桜



3　広報稲敷 平成18年3月号

江戸崎地区

小
野
川
桜
づ
つ
み

お
の
が
わ
さ
く
ら
づ
つ
み

小野川の大正橋付近の堤防や、リバ
ーサイドパーク（かぼちゃ公園）のほ
か、現在は江戸崎庁舎裏の土手も整
備中です。この桜づつみは、ソメイ
ヨシノやヤエザクラなどが植樹さ
れ、将来気軽に花見を楽しめる場所
になる予定です。

新利根地区

熊
野
神
社

く
ま
の
じ
ん
じ
ゃ

熊野神社を下る坂道には桜並木が続
きます。道の両側にアーチを描くよ
うに出来る桜のトンネルは壮観で、
この美しい風景は、道行く人々の心
を和ませています。春の日だまりの
中、このトンネルを散策してみては
いかがでしょうか。

新利根地区

逢
善
寺

ほ
う
ぜ
ん
じ

小野の観音様として古くから親しま
れている逢善寺。境内にはソメイヨ
シノやヤエザクラなど数種類の桜の
木があり、長期間花見が楽しめます。
荘厳な建物と咲き誇る桜が調和した
美しい風景を求め、毎年多くのアマ
チュアカメラマンが訪れます。

桜川地区

興
禅
寺

こ
う
ぜ
ん
じ

安産・子育ての守護仏として有名な
興禅寺。ソメイヨシノが華やかに咲
き誇り、見る人を楽しませます。平
治の乱の後、衰退する源氏の将来を
案じた源頼政公が応保年間源氏の再
興を祈って増築したのが創始と言わ
れています。

桜川地区

安
穏
寺

あ
ん
の
ん
じ

大杉神社に隣接する安穏寺は、源義
経の家臣、常陸坊海尊が滞在したと
いう伝説があり、その石碑が建てら
れています。現在は桜の木々が華や
かに咲き競い、桜の名所となってい
て、多くの人々を楽しませています。

東地区

阿
波
崎
城
址

あ
ば
さ
き
じ
ょ
う
し

北畠親房ゆかりの阿波崎城址は、地
元の保存会の皆さんにより、25年
以上も前から植栽や清掃などが行わ
れ、山の斜面いっぱいに桜の花が咲
き誇るようになりました。阿波崎城
址の詳細は、今号の「ぶら〜り・稲敷」

（裏表紙）をご覧ください。

東地区

新
利
根
川
桜
づ
つ
み

し
ん
と
ね
が
わ
さ
く
ら
づ
つ
み

新利根川の右岸堤防に整備中の桜づ
つみは、現在、河口付近から幸田橋
まで完成しています。早くに整備さ
れた上須田地先では、近年華やかな
花を付けるようになり、新利根川沿
いに咲き並ぶ美しい風景は、道行く
人々を和ませています。

東地区

横
利
根
閘
門
ふ
れ
あ
い
公
園

よ
こ
と
ね
こ
う
も
ん
ふ
れ
あ
い
こ
う
え
ん

重要文化財に指定されている横利根
閘門は、完成以来70年以上にわた
って利用されています。レンガと石
組みで造られた中世以来のヨーロッ
パ閘門の伝統を受け継いだ構造によ
り、園内に咲き誇る桜と調和した美
しい風景が楽しめます。

８７６

５４３

２１



広報稲敷 平成18年3月号　4

昨
年
11
月
に
行
っ
た
『
地
域
の

情
報
化
等
に
関
す
る
現
況･

意

向
』
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。

　
調
査
は
各
区
長
・
班
長
の
協

力
を
得
て
、
市
内
全
戸
の
１
３

８
６
１
戸
に
配
布
し
、
そ
の
う

ち
８
０
１
５
票
の
回
答
（
回
収

率
57
・
８
％
）
が
あ
り
ま
し
た
。

本
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
お
よ
び

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い

て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

パソコンの設置状況（回答7,013票）

自宅にパソコンがある

自宅にないが職場等にある

自宅にパソコンか、ワープロかがある

利用できるパソコンはない

その他

ＩＳＤＮ

ＡＤＳＬ

光ファイバ

利用できるがよく分からない

その他

インターネット接続環境（所有者のみ）（回答3,216票）

高速化を希望

高速化を検討

そのうち検討

現状で満足

やめたい

インターネットについてあなたの考えをお聞かせください

加入したい

環境が整えば加入したい

体験してから加入

近いうちに加入を検討

利用は考えていない

インターネットを利用していない人（回答2,798票）

行政事務の効率化や市民サービスの向上

相談窓口や地域にＩＴ相談員を設置

稲敷市の地域情報化（インターネット環境など）の積極的な整備

インターネット等を使えるスペースを設置、及び利用促進

稲敷市の総合的なホームページ（ポータルサイト）を開設

市民同士の共通の趣味や活動などの掲示板の設立

行政情報などの配信

その他

稲敷市の情報政策として積極的に推進すべきと思われるもの（２つまで回答）（回答者数6,188人、回答11,385票）

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
、
今
後
の
稲
敷
市
の
情

報
政
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。御

協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の
方
々
、

ま
た
企
業
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
稲
敷
市
企
画
課
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２

６
０
５
）

インターネットを利用している人（回答3,009票）

4,096 票 58％

515 票　7％

118 票　2％

2,139 票 31％

145 票　2％

796 票 25％

1,440 票 44％

133 票　4％

505 票 16％

342 票 11％

680 票 23％

1,063 票 35％

690 票 23％

450 票 15％

126 票　4％

364 票 13％

313 票 11％

505 票 18％

382 票 14％

1,234 票 44％

3,135 票 51％

775 票 13％

1,919 票 31％

1,490 票 24％

1,768 票 29％

1,213 票 20％

773 票 12％

312 票　5％

1,000 2,0000 3,000 4,000

0 300 600 900 1,200

0 200 400 600 800 1,000

500

0 600 900 1,200

0 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

300

※『よく分からない』699票、『その他』86票

『稲敷市における地域の情報化等に関する現況･意向』
アンケート調査結果



5　広報稲敷 平成18年3月号

48
・
２
％
、「
反
対
」が
51
・
２

％
と
反
対
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
市

外
局
番
の
統
一
に
つ
い
て
は
、

「
反
対
」
意
見
が
過
半
数
を
占

め
た
こ
と
か
ら
、
時
期
尚
早
と

判
断
し
、
市
外
局
番
の
統
一
を

見
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
方
々
に
は
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
通
話
料
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ご
契
約
い
た
だ
い
て

い
る
電
気
通
信
事
業
者
の
サ
ー

ビ
ス
で
「
県
内
同
一
料
金
」
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
企
画
課
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２

６
０
３
）

昨
年
12
月
に
実
施
し
ま
し
た
、

市
外
局
番
統
一
に
向
け
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
稲
敷
市
が
誕
生
し
て
、
ま
も

な
く
１
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
市
の
一
体
感
を
保

ち
、
市
内
の
料
金
の
同
一
化
を

図
る
た
め
に
、
市
外
局
番
の
統

一
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
総
務
省
に
よ
れ
ば
、
市
外
局

番
の
統
一
に
は
、
地
域
住
民
全

員
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
外
局
番
の
統
一
に

あ
た
っ
て
は
、
最
も
加
入
者
数

が
多
い「
土
浦
局（
０
２
９
）」に

統
一
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
る

こ
と
。ま
た
、
市
内
局
番
や
加

入
者
番
号
が
変
更
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
周
知
し
、
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
配
布
総
数
は
、
新
利
根
地
区
、

東
地
区
の
一
般
世
帯
、
企
業
の

７
２
３
０
票
で
、
そ
の
う
ち
２

７
４
０
票
の
回
収
（
回
収
率
約

37
・
９
％
）が
あ
り
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、「
賛
成
」
が

新利根地区　（1,137票） 東　地　区　（1,477票）

賛　　成
480 票

（42.2％）

反　　対
653 票

（57.4％）

賛否不明
4 票

（0.4％）

賛　　成
778 票

（52.7％）

反　　対
692 票

（46.9％）

賛否不明
7 票

（0.4％）

「賛成」が 48. ２％
「反対」が 51. ２％
今回は、「反対」意見が過半数を占め、
時期尚早と判断し、市外局番の統一を見
合わせます。

合　　　計　（2,740票）

賛　　成
1,321 票

（48.2％）

反　　対
1,403 票

（51.2％）

賛否不明
16 票

（0.6％）

※地区不明分（126票）含む

稲敷市の市外局番統一アンケート調査結果
市外局番統一を見合わせ



広報稲敷 平成18年3月号　6

障害者自立支援法 その1
4月1日から施行されます

排
泄
、
食
事
の
介
護
な
ど
を
行

い
、
創
作
的
、
生
産
活
動
の
機

会
を
提
供
し
ま
す

⑧
療
養
介
護
→
医
療
と
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人
に
、
医
療

機
関
で
機
能
訓
練
、
療
養
な
ど

の
管
理
、看
護
、介
護
、日
常
生

活
の
世
話
を
行
い
ま
す

⑨
施
設
入
所
支
援
→
施
設
に
入

所
す
る
人
に
、
夜
間
や
休
日
、

入
浴
、
排
泄
、
食
事
の
介
護
な

ど
を
行
い
ま
す

⑩
共
同
生
活
介
護
→
夜
間
や
休

日
、
共
同
生
活
を
行
う
住
居
で
、

入
浴
、
排
泄
、
食
事
の
介
護
な

ど
を
行
い
ま
す

2
訓
練
等
給
付

①
自
立
訓
練
（
10
月
か
ら
）
→
自

立
し
た
日
常
、
社
会
生
活
が
出

来
る
よ
う
一
定
期
間
、
身
体
機

能
、
生
活
能
力
の
向
上
の
た
め

に
必
要
な
訓
練
を
行
い
ま
す

②
就
労
移
行
支
援
（
10
月
か
ら
）

→
一
般
企
業
へ
の
就
労
を
希
望

す
る
人
に
、
一
定
期
間
、
就
労

に
必
要
な
知
識
、
能
力
の
向
上

の
た
め
の
訓
練
を
行
い
ま
す

③
就
労
継
続
支
援
（
10
月
か
ら
）

→
一
般
企
業
で
の
就
労
が
困
難

な
人
に
、
働
く
場
を
提
供
し
、

知
識
、
能
力
の
向
上
の
た
め
に

必
要
な
訓
練
を
行
い
ま
す

④
共
同
生
活
介
護
→
夜
間
や
休

日
、
共
同
生
活
を
行
う
住
居
で
、

相
談
や
日
常
生
活
上
の
援
助
を

行
い
ま
す

1
、
2
の
新
サ
ー
ビ
ス
体
系
は

10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

４
〜
９
月
ま
で
は
、
新
法
の
利

用
者
負
担
額
で
、
旧
サ
ー
ビ
ス

体
系
で
事
業
を
行
い
ま
す
。

3
自
立
支
援
医
療

「
公
費
負
担
医
療
制
度
」は
、
名

称
が
「
自
立
支
援
医
療
」
に
変

わ
り
ま
す
。（
対
象
と
な
る
疾
病

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

①
精
神
通
院
医
療

②
更
生
医
療

③
育
成
医
療

4
補
装
具（
10
月
か
ら
）

障
害
者
な
ど
の
身
体
機
能
を
補

完
し
継
続
し
て
使
用
さ
れ
る
も

の
。義
肢
、装
具
、車
い
す
な
ど
。

※
来
月
、
利
用
者
負
担
額
、
サ

ー
ビ
ス
申
請
か
ら
開
始
の
流
れ

な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７

︲
３
１
２
９

サ
ー
ビ
ス
内
容

1
介
護
給
付

①
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

→
自
宅
で
、入
浴
、排
泄
、食
事

の
介
護
な
ど
を
行
い
ま
す

②
重
度
訪
問
介
護
→
重
度
の
肢

体
不
自
由
者
で
常
に
介
護
を
必

要
と
す
る
人
に
、
自
宅
で
入
浴
、

排
泄
、
食
事
の
介
護
、
外
出
時

の
移
動
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す

③
行
動
援
護
→
自
己
判
断
能
力

が
制
限
さ
れ
て
い
る
人
が
行
動

す
る
と
き
、
危
険
を
回
避
す
る

た
め
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す

④
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
→

介
護
の
必
要
性
が
高
い
人
に
、

居
宅
介
護
な
ど
を
行
い
ま
す

⑤
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
→
障
害

児
に
、
日
常
生
活
で
の
基
本
的

な
動
作
の
指
導
、
集
団
生
活
へ

の
適
応
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す

⑥
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）
→
自
宅
で
介
護
す
る
人
が

病
気
の
場
合
な
ど
に
、
短
期
間
、

夜
間
も
含
め
施
設
で
入
浴
、
排

泄
、
食
事
の
介
護
な
ど
を
行
い

ま
す

⑦
生
活
介
護
→
常
に
介
護
を
必

要
と
す
る
人
に
、昼
間
、入
浴
、

４
月
１
日
か
ら（
一
部
の
サ
ー
ビ

ス
は
10
月
）
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

支
援
費
制
度
や
公
費
負
担
医
療

制
度
が
、
新
し
い
自
立
支
援
給

付
制
度
と
な
り
ま
す
。

改
革
の
ポ
イ
ン
ト

①
障
害（
身
体
・
知
的
・
精
神
）の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
１
つ
の
制
度

と
し
、
制
度
間
の
格
差
を
解
消

し
ま
す
。ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
主
体
を
市
と
し
、
県
は
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
ま
す
。

②
障
害
の
あ
る
方
が
も
っ
と
働

け
る
社
会
に
す
る
た
め
、
新
た

な
就
労
支
援
事
業
を
創
設
し
、

雇
用
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

③
複
雑
だ
っ
た
施
設
・
事
業
体

系
を
再
編
し
、
規
制
緩
和
を
進

め
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
り
ま
す
。

④
手
続
き
や
基
準
を
明
確
に
す

る
た
め
、
障
害
程
度
区
分
を
導

入
し
ま
す
。ま
た
、
審
査
会
に

お
け
る
意
見
の
聴
取
を
行
う
こ

と
に
よ
り
透
明
性
を
高
め
ま
す
。

⑤
利
用
者
も
相
応
の
費
用
を
負

担
し
、
皆
で
支
え
る
し
く
み
を

確
立
し
ま
す
。
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源
泉
徴
収
票
を

年
金
受
給
者
へ
送
付

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
な

ど
公
的
年
金
に
は
、税
法
上「
雑

所
得
」
と
み
な
さ
れ
、
所
得
税

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。（
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
は
対
象
外
で
非
課
税
）

　
こ
の
た
め
、社
会
保
険
庁（
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
の

対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
の
方

全
員
に
、
平
成
17
年
分
の
源
泉

徴
収
票
を
１
月
に
送
付
し
ま
し

た
。（
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は
対

象
外
な
の
で
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）

確
定
申
告
が
必
要
な
方

次
の
方
は
確
定
申
告
（
受
付
は

竜
ヶ
崎
税
務
署
で
３
月
15
日
ま
で
）

の
時
に
添
付
書
類
と
し
て
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

①
２
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者

に
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出

し
て
い
る
方

②
年
金
以
外
に
給
与
な
ど
の
所

得
が
あ
る
方

③
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
の
合

計
額
が
各
種
所
得
控
除
の
合
計

額
を
超
え
る
方

　
な
お
、
税
法
の
改
正
に
よ
り

平
成
18
年
分
の
公
的
年
金
の
控

除
す
る
定
率
減
税
相
当
額
が
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
は
電
話

や
来
所
で
行
え
ま
す
。年
金
証

書
の
基
礎
年
金
番
号
、
年
金
コ

ー
ド
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

社
会
保
険
庁
で
は
、
電
話
で
再

交
付
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５

７
０
︲
０
７
︲
１
１
６
５
（
受

付
：
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
）

来
所
し
て
の
再
交
付

再
交
付
や
年
金
相
談
は
、
社
会

保
険
事
務
所
、
年
金
相
談
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
︲
８
２
２
︲
３
９
４
０
／

土
浦
市
下
高
津
２
︲
７
︲
29

●
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

９
︲
８
２
５
︲
２
３
０
０
／
土

浦
市
桜
町
１
︲
16
︲
12
住
友
生

命
土
浦
ビ
ル
３
階

年
金
は
支
払
期
が

収
入
の
時
期

年
金
は
年
６
回
（
２
月
、
４
月
、

６
月
、
８
月
、
10
月
、
12
月
）の
支

払
期
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
月

と
前
々
月
の
２
か
月
分
づ
つ
支

払
わ
れ
ま
す
。

　
例
を
挙
げ
る
と
２
月
は
前
年

の
12
月
と
今
年
の
１
月
分
が
支

払
わ
れ
ま
す
が
、
12
月
分
の
年

金
は
前
年
の
収
入
な
の
か
、
今

年
の
収
入
な
の
か
問
題
に
な
り

ま
す
。

　
法
令
で
は
支
払
期
が
収
入
の

時
期
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
12
月

分
が
含
ま
れ
て
い
て
も
２
月
の

支
払
期
の
年
金
は
、
今
年
の
所

得
と
し
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
裁
定
請
求
が
遅
れ
、

前
年
分
以
前
の
年
金
が
一
時
期

に
支
払
わ
れ
る
場
合
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
払
期
の
年
ご
と
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
て
い
る
方
へ

税
法
の
改
正
に
よ
り
今
年
度
の

所
得
申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保

険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
申
告
す
る
場
合
は
、
納
付
を

証
明
す
る
控
除
証
明
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
控
除
証

明
（
平
成
17
年
１
月
〜
９
月
納
付

分
）
を
昨
年
11
月
に
送
付
し
ま

し
た
。残
り
（
10
月
〜
12
月
納
付

分
）は
２
月
に
送
付
予
定
で
す
。

　
な
お
、
控
除
証
明
を
紛
失
し

た
場
合
は
次
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
︲
０
０
︲
９
９
１
１

（
受
付
：
平
日
３
月
17
日
ま
で
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
年
金
係

（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
６
０

９
・
４
６
１
３
）

年金にかかる税金
公的年金にも所得税がかかります

源泉徴収票の記載事項
①1年間に支払われた年金の総額
②社会保険料の金額（介護保険料額）

③源泉徴収税額
④控除内容
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
ご
存
知
で
す
か

高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
る
昨
今
、

社
会
の
第
一
線
を
退
い
た
後
で

も
、
仕
事
を
通
じ
て
生
き
が
い

の
あ
る
高
齢
期
を
過
ご
し
た
い

と
考
え
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

は
、
高
齢
者
（
以
下
会
員
）
が
組

織
的
に
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、

追
加
的
収
入
を
得
る
と
と
も
に
、

健
康
を
保
持
し
、
生
き
が
い
を

持
ち
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

と
い
う「
自
主
・
自
立
、共
働
・

共
助
」
の
理
念
の
も
と
、
そ
れ

ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
事

業
所
・
家
庭
・
公
共
団
体
な
ど

か
ら
引
き
受
け
、
会
員
に
提
供

す
る
公
益
法
人
で
す
。

　
小
さ
な
仕
事
で
も
引
き
受
け

ま
す
。仕
事
の
規
模
の
大
小
に

か
か
わ
ら
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
危
険
・
有
害
な
仕
事
は

お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

仕
事
を
頼
む
に
は
…

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

に
な
れ
ま
す
。ご
相
談
、
お
見

積
り
の
う
え
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
契
約
を
結
び
ま
す
。

就
業
す
る
会
員
に
つ
い
て
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お

任
せ
い
た
だ
き
ま
す
（
各
分
野

に
お
い
て
長
年
の
経
験
を
積
ん
だ

会
員
が
従
事
し
ま
す
）。収
益
を

目
的
と
し
な
い
の
で
、
一
般
的

に
割
安
で
す
。

　
発
注
者
か
ら
の
仕
事
の
説
明

は
受
け
ま
す
が
、
指
揮
命
令
は

受
け
ま
せ
ん
。ま
た
、
契
約
事

項
に
な
い
仕
事
は
原
則
と
し
て

行
い
ま
せ
ん
。

依
頼
で
き
る
仕
事

一
般
作
業
：
商
品
・
資
材
管
理
、

包
装
・
梱
包
、部
品
組
み
立
て
、

ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
事
務
所

の
清
掃
、
除
草
／
施
設
管
理
：

駐
車
場
・
駐
輪
場
管
理
、ビ
ル
・

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
／
渉
外
：
販

売
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布
／
技

能
：
植
木
の
手
入
れ
、
塗
装
、

小
破
修
繕（
大
工
仕
事
）
／
事
務

整
理
：
経
理
事
務
、
感
謝
状
・

表
彰
状
筆
耕
、
毛
筆
宛
名
書
き
、

パ
ソ
コ
ン
入
力
／
専
門
技
術
：

電
気
・
機
械
設
備
の
保
守
点
検
、

各
種
講
座
講
師
／
サ
ー
ビ
ス
：

家
庭
内
掃
除
な
ど

　
市
内
３
つ
の
「
事
務
所
」
が

仕
事
の
ご
注
文
と
会
員
の
就
業

活
動
の
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●（
社
）稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー（
江
戸
崎
甲
３
２
１
１
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
３
３
２

３
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
︲
８
９
２
︲

３
３
２
３
／
新
利
根
連
絡
所

（
伊
佐
津
３
２
３
９
︲
１
＝
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
裏
）☎
０
２
９
７
︲

８
７
︲
６
０
０
０
／
桜
川
連
絡

所
（
須
賀
津
２
０
８
＝
桜
川
分
庁

舎
内
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
８
０
２
）

シルバーで働くには…
市内に居住する60歳以上の方で、健康で働く意欲のあ
る方であれば、どなたでも会員になることができます。
特別な資格や、むずかしい手続きなどはいりません。「何
でもやってみよう」という気持ちで参加してみてはいか
がでしょうか。ただし、入会説明（※）を受け、入会申し込
み書を提出してください（理事会の入会承認が必要です）。
　会員になりたい方、分か
らないことなど、各シルバ
ー人材センターにお問い合
わせください。
※入会説明…毎月第3木曜
日 午前10時〜 市民研修セ
ンター（江戸崎甲3211）にて

シルバー人材センター
お気軽にご相談ください

豊富な経験と知識をもつ
私たちにおまかせください
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長
年
に
わ
た
り

消
防
活
動
に
尽
力

出
初
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々

に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。主
な
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

消
防
長
官
表
彰

団
体
＝
江
戸
崎
町
消
防
団
、
個

人
＝
萩
原
敏
正（
新
利
根
消
防
団

副
団
長
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

団
体
＝
江
戸
崎
町
消
防
団
、
個

人
＝
精
績
章
＝
川
崎
輝
男
／
池

田
博
之
／
稲
箸
稔（
江
戸
崎
消
防

団
副
団
長
）、
髙
須
喜
一（
桜
川
消

防
団
副
団
長
）、
勤
続
章
＝
村
塚

好
一（
桜
川
消
防
団
副
団
長
）

茨
城
県
知
事
表
彰

30
年
＝
鴻
巣
康
男（
新
利
根
消
防

団
副
団
長
）、
20
年
＝
坪
井
日
出

男（
新
利
根
消
防
団
副
団
長
）、
篠

田
仁
（
新
利
根
消
防
団
指
導
員
）、

関
口
清（
新
利
根
消
防
団
員
）、
宮

本
浩
徳
／
宮
本
智
治
（
桜
川
消

防
団
員
）、
墳
崎
勝
啓
／
小
林
正

己
／
吉
岡
祐
一
／
吉
田
隆
／
横

田
信
行（
江
戸
崎
団
員
）

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

法
務
局
の
人
権
相
談
所
や
自
宅

な
ど
で
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

人
権
相
談
や
身
の
上
相
談
を
受

け
る
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
。

表
彰
さ
れ
た
３
人
は
、
人
権
啓

発
活
動
に
尽
力
し
そ
の
実
績
が

評
価
さ
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

法
務
大
臣
感
謝
状

交
通
栄
誉
賞

「
緑
十
字
章
」
受
賞

人
権
擁
護
委
員
と
し
て

人
権
啓
発
活
動
に
尽
力

下
水
道
コ
ン
ク
ー
ル
で

県
知
事
賞
を
受
賞下

水
道
促

進
週
間
コ

ン
ク
ー
ル

の
標
語
の

部
で
、
田

中
陽
菜
さ
ん（
伊
崎
）が
知
事
賞

入
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。田
中

さ
ん
は
、「
家
の
近
く
の
川
な

ど
を
見
て
、
下
水
道
は
大
切
な

ん
だ
と
思
い（
標
語
を
）考
え
ま

し
た
。」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

『
下
水
道　

見
え
な
い
と
こ
ろ

の　
が
ん
ば
り
や
』

第
46
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中

央
大
会
が
１
月
18
日
、
日
比
谷

公
会
堂（
東
京
都
）で
開
か
れ
、
市

内
で
２
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銀
章

交
通
安
全
功
労
者

優
良
運
転
者

団
体
＝
新
利
根
消
防
団
第
６
分

団
（
優
良
分
団
）、
個
人
＝
永
年

勤
続
功
労
章
＝
鴻
巣
康
男
（
新

利
根
消
防
団
副
団
長
）、
功
労
章

＝
高
坂
弘
／
松
本
一
明
（
江
戸

崎
消
防
団
指
導
員
）、永
年
勤
続
消

防
団
員
妻
女
表
彰
＝
鴻
巣
朱
美

茨
城
県
消
防
協
会
県
南
南
部
連
絡
会
長
表
彰

功
労
章
＝
池
田
正
佳
（
新
利
根

消
防
団
第
６
分
団
長
）

稲
敷
広
域
消
防
本
部
消
防
長
表
彰

操
法
大
会
出
場
分
団
表
彰
＝
新

利
根
消
防
団
第
６
分
団

交
通
事
故
防
止

活
動
に
尽
力

11
月
22
日

に
水
戸
市

の
県
民
文

化
セ
ン
タ

ー
で
、
第

41
回
交
通
安
全
県
民
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
で
は
、

交
通
安
全
の
功
労
者
・
功
労
団

体
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
市
内

で
は
永
長
均
さ
ん（
幸
田
）が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

宮本金次郎さん
（上之島）

根本正雄さん
（橋向）

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰

水
戸
地
方
局
長
表
彰
お
よ
び

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
表
彰

坂本雅夫さん
（西代）

石田馨さん
（幸田）

中川敬治朗さん
（荒宿）

※11月30日退職
永年お疲れ様でした

消防出初式・各種表彰
みなさん、おめでとうございます

新
春
を
飾
る
稲
敷
市

消
防
出
初
式
が
１
月

７
日
、
新
利
根
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。厳
し

い
寒
さ
の
中
、
団
員

た
ち
は
服
装
や
機
械

器
具
の
点
検
な
ど
、

有
事
に
そ
な
え
て
万

全
の
体
制
を
整
え
、

気
持
ち
を
引
き
締
め

ま
し
た
。
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市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
16
年
度
は
４
町
村
の
合

計
の
数
と
な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
総
務
課
人
事
給
与
係

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
２
０
６
）

1. 人件費の状況（普通会計決算）
区分 住民基本

台帳人口
歳出額
A

実質収支 人件費
B

人件費率
（B/A）

16年 H17.3.31
49,772人

千円
20,650,740

千円
1,223,504

千円
3,939,745

%
19.1

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。

2. 職員給与費の状況（普通会計予算）
区分 職員数

A
給与費
給料 職員手当 期末勤勉手当 計B

17年 459人
千円

1,756,927
千円

552,088
千円

693,511
千円

3,002,526
※1職員手当には退職手当を含みません。
※2給与費は、当初予算に計上された額です。

5. 一般行政職の給別職員数の状況
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 計
職務 主事補 主事 主幹 主査 係長 補佐・係長 課長 課長 次長・部長
職員数 1人 23人 32人 38人 38人 68人 14人 12人 6人 232人
構成比 0.4% 9.9% 13.8% 16.4% 16.4% 29.3% 6.0% 5.2% 2.6% 100%
※平成17年4月1日現在

6. 職員手当の状況
期末手当 支給時期 期末手当 勤勉手当

6月期 1.4月分 0.7月分
12月期 1.6月分 0.75月分

計 3.0月分 1.45月分
退職手当 勤続年数 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21.0月分 28.0875月分
勤続25年 33.75月分 43.335月分
勤続35年 47.5月分 60.99月分

最高限度額 60.0月分 60.99月分
※平成17年度支給割合

7. 特別職の報酬等の状況
区分 給料月額 期末手当

給料 市長 780,000円（H17年度支給割合）
 6月期 1.6月分
 12月期 1.75月分
 計 3.35月分

助役 680,000円
収入役 640,000円
教育長 640,000円

報酬 議長 344,000円
副議長 312,000円
議員 302,000円

8. 部門別職員数の状況
区分 職員数 対前年比

増減数部門 平成16年 平成17年
一般行政 議会 9 7 ▲2

総務 116 127 11
税務 33 34 1
民生 63 58 ▲5
衛生 24 30 6
農水 37 24 ▲13
商工 3 4 1
土木 33 31 ▲2
小計 318 315 ▲3

特別行政 教育行政 139 143 4
小計 139 143 4

特別会計 水道 20 19 ▲1
下水道 18 13 ▲5
その他 35 20 ▲15
小計 73 52 ▲21

合計 530 510 ▲20
※職員数は各年4月1日現在

3. 一般行政職員の初任給の状況
区分 稲敷市 国
大学卒 170,700円 170,700円
高校卒 138,800円 138,800円
※平成17年4月1日現在

4. 一般行政職員の平均給料月額
区分 平均給料月額 平均年齢
稲敷市 331,200円 42.11歳
※平成17年4月1日現在

職員の給与等と
定員管理の状況
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講
師
に
な
べ
お
さ
み
氏
を
迎
え
、

「
明
る
く
生
き
よ
う
よ
」
を
テ

ー
マ
に
、
人
権
問
題
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
「
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
」

「
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う
」「
子
ど
も
の
人
権

を
守
ろ
う
」の
ほ
か
、「
部
落
差

別
を
な
く
そ
う
」「
障
害
の
あ

る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
講
演
を

し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
人
権
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

人
権
問
題
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

講
師
に
な
べ
お
さ
み
氏

日
時

３
月
27
日（
月
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
（
受
付

開
始
：
午
後
１
時
〜
）

会
場

あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大

集
会
室（
定
員
５
０
０
人
）

　

入
場
料
は
無
料
で
す
の
で
、

み
な
さ
ん
お
気
軽
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
人
権
同
和
対
策
室
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
３
３
０
０
）

軽
自
動
車
等
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

軽
自
動
車
税
は
年
税
で
す

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
、
市
内
に
軽
自
動
車
等
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
課

税
さ
れ
ま
す
。４
月
２
日
以
降

に
譲
渡
や
廃
車
な
ど
を
さ
れ
て

も
、
月
割
で
な
く
、
そ
の
年
度

の
税
額
を
全
額
納
め
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
人
に
譲
っ
た
場
合
や
ス
ク
ラ

ッ
プ
な
ど
に
よ
り
、
軽
自
動
車
、

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
を
所
有

し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず

３
月
31
日
ま
で
に
次
の
場
所
で

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。申

請
を
せ
ず
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ

ま
す
と
、
毎
年
税
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
㏄
以

下
の
バ
イ
ク
）
／
小
型
特
殊
自

動
車（
農
耕
用
・
特
殊
車
等
）

⇒
稲
敷
市
役
所
税
務
課

　
各
庁
舎
総
合
窓
口
課

軽
自
動
車
四
輪（
乗
用・貨
物
）・

三
輪

⇒
軽
自
動
車
検
査
協
会

　
茨
城
事
務
所
土
浦
支
所

市
で
は
、
霞
ヶ
浦
常
南
流
域
下

水
道
関
連
稲
敷
市
公
共
下
水
道

事
業
の
事
業
計
画（
新
利
根
処
理

分
区
）
変
更
に
伴
う
縦
覧
を
左

記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。な
お
、

変
更
事
項
に
意
見
の
あ
る
利
害

関
係
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
日

ま
で
に
意
見
書
を
市
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間３

月
２
日（
木
）〜
15
日（
水
）

時
間午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

縦
覧
場
所

稲
敷
市
役
所
東
分
庁
舎
２
階

下
水
道
課

変
更
内
容

区
域
の
拡
大
・
期
間
の
延
長

●
稲
敷
市
下
水
道
課
整
備
係
☎

０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
９
３

（
内
５
６
０
１
・
５
６
０
２
）

公
共
下
水
道

事
業
の
縦
覧

軽
自
動
車
二
輪
／
二
輪
の
小
型

自
動
車

⇒
茨
城
運
輸
支
局
土
浦
自
動
車

検
査
登
録
事
務
所

※
事
務
所
に
よ
っ
て
受
付
時
間

が
異
な
る
場
合
が
有
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０
（
内
線
４
５
０
４
・
４
５
０
５
）

／
軽
自
動
車
検
査
協
会
茨
城
事

務
所
土
浦
支
所
☎
０
２
９
︲
８

４
３
︲
３
５
３
５
／
茨
城
運
輸

支
局
土
浦
自
動
車
検
査
登
録
事

務
所
☎
０
５
０
︲
５
５
４
０
︲

２
０
１
８

なべ おさみ（タレント）
1939年5月2日生まれ（東京都出身）

近年は講演活動も盛んで、「明るく生きよう
よ」など、人気が高く、その生き様数々アクシ
デントを乗り越えて生きてきた体験による話
は、聞く人に勇気を与えてくれると評判です。
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茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
稲
敷
後
援
会

会
員
を
募
集
し
ま
す

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
れ
！

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始

会
員
期
限

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

19
年
３
月
31
日
ま
で
（
１
年
間
）。

途
中
入
会
に
よ
る
場
合
で
も
、

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

会
員
受
付
期
間

３
月
10
日
か
ら
随
時

お
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
年
会
費
を
現
金
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。次
の
施
設
で

受
付
し
ま
す
。受
付
時
間
は
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
。

・
江
戸
崎
公
民
館

・
新
利
根
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
桜
川
公
民
館

・
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
桜
川
総
合
運
動
公
園

※
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
に
当

た
る
場
合
は
火
曜
日
）・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
毎
日

●
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

稲
敷
後
援
会
設
立
準
備
会
事
務

局
（
稲
敷
市
企
画
課
内
）
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
２
６
０
２
・
２
６
０
３
）
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
２
９
︲
８
９
３
︲
０
３
８

８メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：kikaku@

city.inashiki.lg.jp

　
下
校
時
の
生
徒
の
安
全
を
守

ろ
う
と
、
市
内
の
各
小
・
中
学

校
で
は
、
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成

や
地
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
地
区
の

防
犯
連
絡
員
、
交
通
安
全
推
進

員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
外
指
委
員
、
教

職
員
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
、
市
の
交
通
安
全
指
導

車
を
使
い
、
生
徒
の
下
校
時
間

に
あ
わ
せ
、
生
徒
の
通
学
コ
ー

ス
の
ほ
か
、
交
通
量
の
少
な
い

場
所
や
危
険
な
場
所
を
巡
回
し

て
い
ま
す
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
参
加
し

て
い
る
人
の
中
に
は
「
地
域
の

人
た
ち
が
一
体
と
な
っ
て
防
犯

活
動
を
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
防

止
に
つ
な
が
る
。こ
ど
も
た
ち

の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
絶
対

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は

必
要
で
す
。」
と
話

す
方
も
い
ま
し
た
。

※
写
真
＝
新
利
根
地

区
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル●
稲
敷
市
生
活
環
境

課
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内

線
４
４
０
４
）
／
稲

敷
市
学
校
教
育
課
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０
（
内
線
３

６
０
１
）

茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
を

支
援
し
、
ま
た
選
手
た
ち
と
の

交
流
を
深
め
る
目
的
で
後
援
会

を
発
足
し
ま
す
。

　
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

を
心
か
ら
応
援
し
て
頂
け
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま

す
。申

込
書
お
よ
び
詳
細
に
つ

い
て
は
、
広
報
稲
敷
お
知

ら
せ
版
３
月
号
（
３
月
10

日
発
行
）
の
折
り
込
み
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
会
費

個
人
会
員
＝
１
口
３
千
円
／
年

法
人
会
員
＝
１
口
１
万
円
／
年

会
員
特
典

①
会
員
証
の
発
行
②
入
会
記
念

グ
ッ
ズ
（
ピ
ン
バ
ッ
チ
）
の
配
布

③
つ
く
ば
で
の
試
合
の
フ
リ
ー

パ
ス
先
行
予
約
④
特
別
割
引
⑤

選
手
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
会

⑥
球
団
か
ら
の
予
定
な
ど
を
会

報
に
て
配
布
⑦
そ
の
他
イ
ベ
ン

ト
な
ど
へ
の
参
加
優
遇

入会記念
ピンバッチ

会員カード
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住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
数
は
、

建
物
火
災
全
体
の
８
割
を
占
め

て
い
ま
す
。そ
の
主
な
原
因
は

「
火
災
に
気
付
く
の
が
遅
れ
た

こ
と
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
」
で
す
。

こ
の
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
犠
牲
者

を
減
ら
す
た
め
に
法
律
が
改
正

さ
れ
、
一
般
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
煙

感
知
式
と
熱
感
知
式
が
あ
り
ま

す
が
、
寝
室
や
階
段
に
は
煙
感

一
般
住
宅
に
火
災
報
知
器
の
設
置
義
務

訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！知

式
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
以
外
の
場
所
（
台
所
な

ど
）
に
は
、
熱
感
知
式
を
設
置

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

い
つ
か
ら
設
置
が
必
要
？

新
築
住
宅
＝
平
成
18
年
６
月
１

日
か
ら

既
存
住
宅
＝
平
成
23
年
６
月
１

日
ま
で
に

※
既
存
住
宅
：
平
成
18
年
６
月

１
日
現
在
、
建
築
さ
れ
て
い
る

住
宅
、ま
た
は
新
築
、増
築
、改

築
等
の
工
事
中
の
住
宅

設
置
場
所
は
？

①
寝
室
部
分
お
よ
び
寝
室
の
あ

る
階
の
階
段

②
３
階
建
て
以
上
の
住
宅
で
３

階
の
み
に
寝
室
が
あ
る
場
合
、

寝
室
お
よ
び
２
階
か
ら
１
階

に
通
じ
る
階
段
の
下
端
な
ど

※
す
べ
て
の
部
屋
へ
の
設
置
が

理
想
で
す
が
、
ま
ず
寝
室
と
台

所
に
設
置
し
、
他
の
部
屋
に
も

設
置
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ど
こ
で
購
入
す
る
の
？

消
防
機
器
取
扱
専
門
店
や
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電
量
販
店
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。日
本
消

防
検
定
協
会
（
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
）
が

付
い
て
い
る
も
の
を
購
入
さ
れ

る
際
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
設
置
に
あ
た
り
、
配

線
工
事
な
ど
が
必
要
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
電
気
工

事
店
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
３
７
４

４
／
江
戸
崎
消
防
署
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
１
２
３
８
／
稲
敷

市
都
市
計
画
課
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
０
０
０（
内
線
５
７
０

０
）
／
稲
敷
市
生
活
環
境
課
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
４
４
０
４
）

旧
江
戸
崎
町
区
域
に
防
災
無
線
を
整
備

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

災
害
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産

を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
、
旧
江
戸
崎
町
区

域
に
防
災
行
政
無
線
同
報
系

（
一
斉
放
送
式
）
を
設
置
し
、
４

月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
中
継
ア
ン
テ
ナ
兼
屋
外
拡
声

ス
ピ
ー
カ
ー
を
、役
所
、学
校
、

地
区
公
民
館
な
ど
市
内
20
か
所

に
設
置
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
内
で
は
旧
江

戸
崎
町
区
域
の
み
防
災
行
政
無

線
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
の
設
置
に
よ
り
、

市
内
全
域
で
防
災
無
線
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
は
、
大
雨
や

台
風
、
地
震
な
ど
の
防
災
に
関

す
る
情
報
を
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
対
し
て
い
ち
早
く
無
線
放

送
で
お
知
ら
せ
し
、
確
実
に
伝

達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
災
害
時
は
、
避
難
誘
導
の
た

め
の
情
報
、
防
災
に
関
す
る
気

象
情
報
、
災
害
時
の
停
電
や
断

水
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
提
供

す
る
ほ
か
、
平
常
時
は
、
市
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
、
放
送
装
置

の
点
検
の
た
め
、
決
め
ら
れ
た

時
間
に
メ
ロ
デ
ィ
チ
ャ
イ
ム
を

放
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
各
家
庭
で
も
受
信
で

き
る
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
以
降
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０

２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０

０
（
内
線
４

４
０
４
）

悪
質
訪
問
販
売
に

ご
注
意
を
！

消
防
署
職
員
や
市
役
所
職

員
が
一
般
住
宅
を
訪
問
し
、

火
災
報
知
器
を
販
売
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。こ
れ
ら
の
職
員
を
装

っ
た
悪
質
な
訪
問
販
売
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

煙感知式警報器

熱感知式警報器
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informationくらしと情報

稲
敷
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
流
大
会
参
加
者
募
集

日
時
：
３
月
16
日（
木
）午
前
９

時
30
分
か
ら
受
付
開
始
※
雨
天

時
３
月
23
日
（
木
）
／
場
所
：

江
戸
崎
運
動
公
園
野
球
場
／
参

加
費
：
無
料
／
持
参
品
：
ク
ラ

ブ
・
ボ
ー
ル
・
飲
物
・
昼
食
な
ど
。

運
動
に
適
し
た
服
装
で
お
願
い
し

ま
す
／
締
切
：
２
月
28
日（
火
）

●
江
戸
崎
体
育
館
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
８
６
６
１

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木

組
合
臨
時
職
員
募
集

募
集
職
種
：
聖
苑
香
澄（
火
葬
・

斎
場
）
の
事
務
／
資
格
：
①
昭

和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た

も
の
②
高
等
学
校
卒
業
以
上
の

学
歴
を
有
す
る
者
／
勤
務
：
４

月
か
ら（
１
日
８
時
間
）
／
募
集

人
数
：
１
人
／
賃
金
：
時
給
１

０
０
０
円
／
応
募
方
法
：
３
月

６
日（
月
）か
ら
10
日（
金
）ま
で

に
組
合
指
定
の
履
歴
書
お
よ
び

健
康
診
断
書
を
提
出
。（
履
歴
書

は
、
組
合
に
あ
り
ま
す
）
郵
送
の

場
合
は
、10
日
消
印
有
効
。

　
書
類
審
査
適
合
者
に
は
３
月

17
日（
金
）ま
で
に
面
接
日
を
通

知
し
ま
す
。提
出
、
問
い
合
わ

せ
は
左
記
ま
で
。

●
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

総
務
課
庶
務
係
（
〒
３
０
０
︲
０

５
１
１
稲
敷
市
高
田
４
２
４
番
地
）
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
８
４
１

成
田
空
港
駐
車
場

ご
優
待

Ｎ
Ａ
Ａ
で
は
皆
様
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
こ
め
て
、
空
港
内
駐

車
場
の
３
時
間
無
料
ご
優
待
を

行
い
ま
す
。３
月
18
日
（
土
）
に

新
聞
折
り
込
み
で
お
配
り
す
る

「
く
う
こ
う
だ
よ
り
春
号
」
の

成
田
空
港
駐
車
場
ご
優
待
情
報

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。こ
の
機
会

に
、
成
田
空
港
で
お
食
事
、
お

買
い
物
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

●
成
田
国
際
空
港
株
式

会
社（
Ｎ
Ａ
Ａ
）地
域
共

生
部
☎
０
４
７
６
︲
３

４
︲
５
８
５
８

お
詫
び
と
訂
正

２
月
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
19
＝
「
ス
ポ
小
空
手

大
会
結
果
」
の
記
事
中
、

１
年
生
【
誤
】
庄
司
圭

太【
正
】庄
司
圭
汰

子育てカレンダー
☎地域子育て支援センター（新利根つばさ保育園内tel.0297-87-3600）

日程 内容 会場 定員
3月2日（木） おひなさま製作（2歳〜） ふ 12組
3月7日（火） お散歩に行こう〜かぼちゃ公園〜 散 ※雨天中止
3月9日（木） お誕生会（0歳〜） ふ 20組
3月14日（火） サロンの日（0歳〜） ふ どなたでも
3月23日（木） 子育て修了式（0歳〜） ふ 45組

☎ふれあい広場（江戸崎第ニ保育所tel.029-892-4094）
日程 内容 会場 定員
3月3日（金） ひな祭り会 二 30組

☎あそびの広場（桜川保育所tel.029-894-3703）
日程 内容 会場 定員
3月15日（水） シールで遊ぼう 桜保 要予約

会場：ふ＝ふれあいセンター／ニ＝江戸崎第ニ保育所／桜保＝
桜川保育所

稲敷市地域交流スペース
会場：特別養護老人ホーム水郷荘３階
問：tel.0299-79-2319
教室名 日時
健康教室 3月8日（水）午後1時30分〜
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時〜
 日曜＝午前9時〜
料理教室 3月27日（月）午前10時〜
リハビリ体操教室 3月27日（月）午後１時〜
太極拳教室 3月22日（水）午後1時30分〜
生花教室 3月16日（木）午後１時30分〜
手話愛好会 3月17日（金）午後７時〜
カラオケ教室 火・土曜午後１時30分〜
絵手紙教室 3月22日（水）午後1時30分〜
梅さんの落語会 3月10日（金）午前10時30分〜
囲碁教室 月曜午後１時〜

発生件数：28（28）
　負傷者：34（34）
　　死者：2（2）
※1月1日〜31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：49,505人（-65）
　　男：24,488人（-12）
　　女：25,017人（-53）
世帯数：15,036（-14）
※2月1日現在。かっこは前月比
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■休日診療当番医
3月5日（日） 矢野整形外科医院（江戸崎）tel.029-892-2127
 しのつか医院（阿見）tel.029-888-2450
 横田医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0047
 飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
3月12日（日） 竹尾医院（河内）tel.0297-86-2436
 かたやま耳鼻咽喉科（阿見）tel.029-887-3349
 吉澤胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0977
 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
3月19日（日） 江戸崎眼科医院（江戸崎）tel.029-892-0262
 印南クリニック（阿見）tel.029-834-2222
 福岡小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3245
 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
3月21日（火） 宮本病院（東）tel.0299-79-2114
 湯原病院（阿見）tel.029-887-0310
 細井クリニック（龍ケ崎）tel.0297-66-2000
 西新道外科医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0855
3月26日（日） 佐倉クリニック（江戸崎）tel.029-892-7011
 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
 兼子内科循環器科（龍ケ崎）tel.0297-64-3105
 野村医院（龍ケ崎）tel.0297-62-6561
4月2日（日） 坂本医院：坂本隆二（江戸崎）tel.029-892-2232
 小林医院（阿見）tel.029-889-1134
 ※龍ケ崎地区については調整中です。
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください
■いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389
■犬猫引取
手数料：2,000円（一匹）　▽江戸崎庁舎第2駐車場奥=3月9
日（木）、23日（木）午後1時30分〜50分　▽桜川保健センタ
ー前駐車場＝3月2日（木）、16日（木）午前10時40分〜11時
●稲敷市生活環境課tel.029-894-2327（直通）

■法律相談
申込：予約制。電話で申込む。3月13日（月）午前8時30分
から受付。定員各会場6名。
法律問題の相談に弁護士がお答えします。
江戸崎庁舎＝3月22日（水）／桜川庁舎＝3月23（木）時間：
午後1時〜
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2208）

■心配ごと相談
申込：予約制。各会場へ／無料／時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎福祉センター tel.029-892-5711＝3月9日（木）

▽ふれあいセンター tel.0297-87-6888＝3月16日（木）

▽桜川庁舎tel.029-892-2000（内線4801）＝3月23日（木）

▽東公民館tel.0299-80-5070＝3月2日（木）

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
■行政相談
行政に関する相談を受け付けます。直接ご来場ください。
時間：午後１時30分〜４時
▽江戸崎公民館＝3月9日（木）　▽ふれあいセンター＝3月
2日（木）、16日（木）　▽桜川分庁舎小会議室＝3月23日（木）

▽東公民館＝3月2日（木）

■人権相談
人権に関する相談に、人権擁護委員などがお答えします。
日時：3月10日（金）午後1時〜4時まで／場所：東公民館
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

■家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日程：3月10日（金）午前10時〜午後4時／場所：江戸崎公
民館ほか／申込：要予約
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

■子育てサロン
就学前のお子さんとその親を対象に開催します。
日程：3月10日（金）午後1時30分〜3時30分／場所：江戸
崎体育館
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

informationくらしと情報
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1
髙
岡
さ
ん
箱
根
駅
伝
で
区
間
賞

髙
岡
寛
典
さ
ん（
城
西
大
学
３
年
・
新
橋
）

が
、
１
月
２
日
・
３
日
に
行
わ
れ
た
新

春
恒
例
の
第
82
回
東
京
箱
根
間
往
復
大

学
駅
伝
競
走
の
復
路
、
最
終
10
区（
23
・

１
km
）に
出
場
し
、１
時
間
11
分
31
秒
の

好
タ
イ
ム
で
見
事
、
区
間
賞
に
輝
き
ま

し
た
。13
位
で
タ
ス
キ
を
受
け
た
高
岡

さ
ん
は
、
伸
び
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
走

り
を
見
せ
、
10
位
と
10
秒
差
の
11
位
で

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

2
資
料
館
で
星
空
観
望
会

１
月
24
日
、
星
空
観
望
会
が
親
子
連
れ

な
ど
68
名
が
参
加
し
歴
史
民
俗
資
料
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。21
日
に
降
っ
た
記

録
的
な
大
雪
の
残
る
中
、
凍
て
つ
く
寒

さ
に
耐
え
な
が
ら
、
桜
川
天
文
愛
好
会

の
講
師
の
も
と
、
冬
の
大
三
角
形
や
土

星
を
観
察
し
ま
し
た
。参
加
者
は
夜
空

に
き
ら
め
く
星
の
神
秘
さ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

3
清
水
地
区
の
湯
立

清
水
地
区
の
菅
神
社
で
１
月
25
日
、
火

伏
せ
を
祈
る
行
事
「
湯
立
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。薪
で
沸
か
し
た
大
釜
の
熱
湯

を
、
神
主
が
熊
笹
で
燃
え
さ
か
る
薪
や

し
め
縄
、
さ
ら
に
は
集
ま
っ
た
清
水
地

区
の
氏
子
た
ち
に
も
振
り
掛
け
、
地
区

に
火
事
が
な
く
、
平
和
で
あ
る
よ
う
に

写真提供：髙岡さん

3-a

1

2

3-b

4
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と
祈
願
し
ま
し
た
。

　
熱
湯
で
消
さ
れ
た
炭
は
、
家
の
門
口

に
下
げ
て
火
災
除
け
の
ま
じ
な
い
に
な

る
と
の
こ
と
で
、
湯
気
が
立
ち
込
め
る

中
、
し
め
縄
で
縛
り
な
が
ら
拾
い
上
げ

て
い
ま
し
た
。

4
市
民
ス
キ
ー
教
室

市
教
育
委
員
会
主
催
の
ス
キ
ー
教
室
が

福
島
県
会
津
高
原
た
か
つ
え
ス
キ
ー
場

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。江
戸
崎
・

桜
川
地
区
を
１
月
27
・
28
日
、新
利
根
・

東
地
区
を
２
月
３
・
４
日
と
２
回
に
分

け
て
行
わ
れ
、
教
室
に
は
市
内
の
小
学

生
と
保
護
者
な
ど
、
総
勢
２
９
３
名
が

参
加
。雪
の
降
る
中
、
ス
キ
ー
場
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
、
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
有
意

義
な
ス
キ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

5
豆
で
鬼
退
治

節
分
の
日
の
２
月
３
日
、
市
内
各
所
で

豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。新
利
根
幼

稚
園（
表
紙
）で
は
、
遊
具
で
怪
我
を
し

な
い
よ
う
、
滑
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
な
ど

へ
豆
を
ま
い
て
い
ま
し
た
。桜
川
保
育

所
で
は
鬼
に
豆
を
投
げ
つ
け
元
気
に
鬼

退
治
。（
写
真
５
︲
ｂ
）ま
た
、
大
杉
神
社

で
行
わ
れ
た
節
分
祭
（
写
真
５
︲
ａ
）
で

は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
の
選
手
ら

が
見
物
客
に
福
豆
を
配
り
、
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

で・き・ご・と
1-2月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

5-a

5-b
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一
度
食
べ
た
ら
や
み
つ
き
に
!?

極
上
の
こ
だ
わ
り
ス
ー
プ

今
回
お
邪
魔
し
た
の
は
、
新
利
根

の
錦
龍
さ
ん
。本
格
中
華
料
理
の

お
店
で
す
。

　
店
長
の
オ
ス
ス
メ
は
「
広
東
メ

ン
」。こ
の
お
店
の
一
番
の
人
気

商
品
だ
そ
う
で
す
。中
に
は
千
葉

県
の
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
食
べ
に
来

る
お
客
さ
ん
も
い
る
と
か
。そ
の

ス
ー
プ
に
は
、
か
な
り
の
時
間
と

手
間
を
か
け
て
い
る
よ
う
で
、「
ス

ー
プ
が
一
番
大
事
な
ん
だ
よ
。詳

し
い
作
り
方
は
教
え
ら
れ
ね
ぇ
け

ど
な
。こ
れ
が
し
っ
か
り
し
て
な

い
と
、
料
理
が
台
無
し
に
な
っ
ち

ま
う
。」
と
店
長
さ
ん
。か
な
り
こ

だ
わ
り
が
あ
る
よ
う
で
す
。

レポーター大募集！
稲敷市のうまいもんを、素敵な笑顔で紹介してくれるレポーターを
募集しています。「レポーター希望」と明記し、下記宛先まで応募く
ださい。（食べ物の好き嫌い、取材の日程などは調整します。）

私の場合、食べる量は普通の男の人より
多いかもしれませんね。ボリューム満点
の料理？望むところです。今日は食べて
食べて、食べ尽くしますよ（笑）

今月のレポーター
関京子さん（新山）

わが故
ま ち

郷の味、発見の旅へ…no.8

いなしきうまいもん

大盤振舞い！

今回、錦龍さんから「食事券」を
提供していただきました。広報稲
敷の読者の方 15 名様にプレゼント
いたします。はがきでご応募くださ
い。お一人様一通とさせていただ
きます。締切3月20日消印有効。
当選者の発表は食事券の発送を
もってかえさせていただきます。

Present
15名

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７-

１

稲
敷
市
役
所
秘
書
広
聴
課

広
報
稲
敷

「
う
ま
い
も
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト

③
」
係

300-059550

☎0297-87-2433
稲敷市角崎1633-2
OPEN　午前11時30分〜午後9時
毎週木曜日定休

国
道
４
０
８
号

国
道
４
０
８
号

県道龍ケ崎・潮来線県道龍ケ崎・潮来線
コンビニコンビニ茨城銀行茨城銀行

常陽銀行常陽銀行

ショッピングセンター
新利根ＣＯＭ
ショッピングセンター
新利根ＣＯＭ

錦龍錦龍

至 龍ケ崎至 龍ケ崎

至 河内至 河内

至 潮来・ 佐原至 潮来・ 佐原

錦龍

こ
の
道
40
年
、
ガ
ン
コ
親
父
が
つ
く
る

こ
だ
わ
り
の
逸
品

食
べ
き
れ
る
か
？

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
料
理

　
平
日
の
午
後
２
時
ま
で
や
っ
て

い
る
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
３
種

類
。メ
ニ
ュ
ー
が
毎
月
替
わ
る
の

は
、
何
度
も
足
を
運
ん
で
く
れ
る

お
客
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
て
の
こ

と
。驚
く
の
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
と

そ
の
値
段
（
７
８
７
円
）。男
性
で

も
食
べ
き
れ
な
い
人
も
い
る
そ
う

で
す
。（
私
は
完
食
し
ま
し
た
が
…
）

　
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
い
と
い

う
方
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

リーズナブルな一品料理は、まさしく本格
中華料理！品数豊富でボリュームも満点！

○郵便番号
○住所
○氏名
○年齢
○電話番号
○わたしのオススメ！
　うまいもん
○広報稲敷の感想

※写真は一例。プレゼントは
　1,000円分の食事券です。

さ
す
が
は
人
気
メ
ニ
ュ
ー
。

と
っ
て
も
お
い
し
い
で
す
。

皆様のご来店、お待ちし
ております。
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今
月
か
ら
新
企
画
「
ふ
る
さ
と

探
訪
」
が
始
ま
り
ま
す
。こ
の

コ
ー
ナ
ー
が
ふ
る
さ
と
「
稲
敷

市
」
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
願
い
ま
す
。☆

結け
っ

佐さ

の
真し
ん

乗じ
ょ
う

院い
ん

に
は
「
子こ
な

生じ

弁
財
天
」
と
い
う
お
堂
が
あ
り
、

昔
か
ら
「
結
佐
の
弁
天
様
」
と

呼
び
親
し
ま
れ
、
祭
り
の
日
に

は
近
郷
近
在
の
信
者
が
み
ち
溢

れ
、
所
狭
し
と
ば
か
り
に
屋
台

店
が
立
ち
並
び
、
大
変
な
賑
わ

い
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
お
堂
の
前
に
、
今
に
も

苔
む
さ
ん
ば
か
り
の
頌
し
ょ
う

徳と
く

碑ひ

（
功
績
を
た
た
え
る
石
碑
）が
建
て

ら
れ
お
り
、
驚
い
た
こ
と
に
は
、

雪
舟
十
六
世
と
い
う
肩
書
き
を

も
つ
画
家
の
名
が
、
流
麗
な
字

で
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
碑
は
以
前
に
「
東
村
金

石
文
集
」（
旧
東
村
教
育
委
員
会

発
行
）
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
個
別
調
査
に
は
至
ら
ず
、

今
回
、
江
戸
崎
の
永
長
表
具
師

か
ら
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
る

「
古
今
絵
画
名
家
録
」（
京
都
市

洛
陽
美
術
社
／
大
正
８
年
発
行
）

と
い
う
資
料
が
提
供
さ
れ
、
調

査
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

諸
岡
雪
山
等
琳

古
今
絵
画
名
家
録
に
は
「
雪
山

は
名
を
字
平
と
い
い
、
雪
山
等

琳
と
号
す
。別
に
等と
う

川せ
ん

の
号
あ

り
。常
に
俳
句
を
嗜た
し
なみ
て
能よ

く

す
。画
は
四
代
雪
山
等
琳
に
師

事
し
て
雪
舟
派
を
修
め
、
人
物
、

花
鳥
、
山
水
に
長
ず
。安
政
元

年
（
１
８
５
４
）
茨
城
県
十と

余よ

島し
ま

村
の
産
、明
治
26
年（
１
８
９
３
）

生
地
に
没
す
」と
あ
り
ま
す
。

　

生
家
は
結
佐
、
諸
岡
宇
兵
衛

家
で
す
。見
せ
て
戴
い
た
位
牌

に
は「
雪
徳
院
英
彩
等
琳
居
士
」

と
あ
り
、
一
目
で
わ
か
る
芸
術

家
の
戒
名
で
し
た
。墓
石
は
弁

天
堂
の
す
ぐ
側
に
あ
り
「
雪
、

明
治
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

没
」
諸
岡
宇
兵
衛
建
之
と
さ
れ
、

没
年
が
一
致
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
親
戚
で
結
佐
在
住
の

荒
川
与
兵
衛
家
所
蔵
の
も
の
で
、

撮
影
を
快
く
許
可
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
写
真
①
〜
④
）

①「
松
に
鷹
図
」の
雪
舟
は
、
16

世
を
名
乗
る
諸
岡
雪
山
等
琳
の

作
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
。

④
「
鴛え
ん

鴦お
う

図
」
の
梅
逸
は
雪
舟

派
の
画
人
で
、
雪
山
等
琳
四
世

だ
と
す
れ
ば
、
諸
岡
雪
山
の
師

に
当
た
る
も
の
。

永
長
雪
山
等
琳

ま
た
、
古
今
絵
画
名
家
録
に
よ

る
と
「
十
余
島
村
マ
ガ
フ
チ
高

柳
七
左
衛
門
家
の
生
ま
れ
、
嘉

永
五
年
（
１
８
５
２
）、
名
は
弥

平
、
画
は
五
世
諸
岡
雪
山
等
琳

に
学
び
、
雪
舟
派
を
名
の
る
。

等
琳
の
ほ
か
に
環
峰
、
等
仙
な

ど
の
号
あ
り
。人
物
、
山
水
に

長
じ
、
殊
に
蓮
の
図
を
能
く
す
。

ま
た
音
楽
を
好
む
。現
に
伊い

崎さ
き

村
に
居
す
」と
あ
り
ま
す
。

　

現
に
と
は
、
大
正
八
年
ご
ろ

を
示
す
も
の
で
、
そ
の
こ
ろ
、

彼
は
伊
崎
村
大
字
立た
ち

切き
り

の
永
長

市
左
衛
門
の
養
子
と
な
っ
て
お

り
、
画
生
た
ち
が
出
入
し
て
い

た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

同
村
の
満
願
寺
に
雪
山
等
琳
の

絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
２
月
２

日
没
。

　

な
お
、
永
長
雪
山
等
琳
の
ひ

孫
に
当
た
る
永
長
市
左
衛
門
の

大
作
で
あ
る「
ほ
い
ほ
い
地
蔵
」

が
歴
史
民
俗
資
料
館
に
常
設
展

示
さ
れ
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
江
戸
崎
の
瑞
祥
院

本
堂
に
あ
る
衝
立
の
両
面
に
人

物
と
花
鳥
図
が
描
か
れ
て
お
り
、

「
雪
山
等
琳
筆
」
と
あ
り
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

①松に鷹図（雪舟筆）

②人物図（等琳）

③鐘馗図（雪山等琳）

④鴛鴦図（梅逸）

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
１
回

郷
土
の
画
家

諸
岡
雪せ
つ
山ざ
ん
等と
う
琳り
ん
と
永
長
雪
山
等
琳

市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
石
井
駿　
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乳幼児予防接種
申込：予約制です。会場へお申込みください。4月実施分は3月20日（月）から受付け
4月3日（月） 午後1時30分〜2時 三種混合 東保健センター
4月7日（金） 午後1時10分〜1時40分 ポリオ 江戸崎保健センター
4月12日（水） 午後1時10分〜1時40分 ポリオ 江戸崎保健センター
4月13日（木） 午後1時10分〜1時40分 三種混合 江戸崎保健センター
4月18日（火） 午後1時10分〜1時40分 ポリオ 江戸崎保健センター
4月20日（木） 午後1時10分〜1時40分 麻しん・風しん混合 ふれあいセンター
4月24日（月） 午後1時30分〜2時 BCG 東保健センター
4月27日（木） 午後１時30分〜2時 麻しん・風しん混合 東保健センター
4月28日（金） 午後１時30分〜2時 ポリオ 桜川保健センター

乳幼児健診・育児教室
申込：対象者には通知しますので、申込みは不要です。
4月5日（水） 午後1時15分〜1時45分 1歳6か月児健診 江戸崎保健センター
4月7日（金） 午前9時〜9時30分 3歳児健診 ふれあいセンター
4月11日（火） 午後1時15分〜1時30分 2歳児歯科健診 ふれあいセンター
4月14日（金） 午後1時15分〜1時45分 3歳児健診 桜川保健センター
4月20日（木） 午前9時15分〜9時45分 9〜10か月児育児教室 桜川保健センター
4月20日（木） 午後1時15分〜1時45分 3〜4か月児健診 桜川保健センター
4月21日（金） 午前9時15分〜9時45分 9〜10か月児育児教室 東保健センター
4月21日（金） 午後1時15分〜1時45分 3〜4か月児健診 東保健センター
4月25日（火） 午後1時15分〜1時30分 2歳児歯科健診 江戸崎保健センター
4月26日（水） 午後1時15分〜1時45分 1歳6か月児健診 東保健センター

子育て教室「キッズクラブ」
親子で遊ぶ教室です。申込：会場またはふれあいセンターまで。
4月4日（火） 午前10時〜11時30分 キッズクラブ 桜川保健センター
4月13日（木） 午前10時〜11時30分 キッズクラブ 東保健センター
4月17日（月） 午前10時〜11時30分 キッズクラブ 江戸崎保健センター
4月26日（水） 午前10時〜11時30分 キッズクラブ ふれあいセンター

健康相談
内容：健康についてお気軽にご相談ください
4月13日（木） 午前10時〜11時 住民健康相談 桜川保健センター 直接来所

婦人科検診
子宮がん・乳がん検診／申込：予約制。4月17日（月）〜21日（金）に江戸崎保健センターまで予約してしてください。
5月22日（月） 正午〜 婦人科検診 江戸崎保健センター
5月23日（火） 正午〜 婦人科検診 江戸崎保健センター
5月24日（水） 正午〜 婦人科検診 江戸崎保健センター
5月25日（木） 正午〜 婦人科検診 江戸崎保健センター
5月26日（金） 正午〜 婦人科検診 江戸崎保健センター
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 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制です。会場へお申込みください。
4月10日（月） 午後1時30分〜3時30分 こころの健康相談 江戸崎保健センター
4月27日（木） 午後1時30分〜3時30分 こころの健康相談 ふれあいセンター
4月27日（木） 午前10時〜11時30分 こころのリハビリ ふれあいセンター

骨粗しょう症・貧血予防教室

「骨粗しょう症」「貧血」は、とくに女性
に多い病気です。
　骨粗しょう症になると、骨折を起こ
しやすくなり、骨折から「寝たきり」へ
とつながるケースが増えています。ま
た、貧血はいろいろな病気が隠れてい
る場合があるので、軽視は出来ません。
　そこで、骨粗しょう症・貧血予防教
室を開催します。内容は、①検診結果
の見方（検診を受けた方対象）、②講話「骨
粗しょう症＆貧血予防について」講師
＝根本偉代栄養士、③予防食の試食な
どを行います。
　この女性に多い骨粗しょう症と貧血
は、食生活を見直すことで改善される
場合も多いといわれます。正しい食生
活の知識を身につけ、丈夫な骨・貧血
のない健康な毎日を送りましょう。
※骨粗しょう症検診を受けた方は検診
結果報告書を持参ください。
日時：3月13日（月）午後1時30分〜
午後3時（受付＝午後1時15分〜午後1

時30分）／場所：東保健センター／申

込：3月1日（水）〜3月8日（水）、東保
健センターへ電話で申し込む。
●東保健センター tel.0299-80-4500
／稲敷市佐原組新田1588番地

ストレスが招く病気

うつ病（気分障害）について右のリスト
で自己チェックしてみましょう。
　これらのリストのうち2つ以上あて
はまりその症状が2週間以上続く場合
うつ病が疑われます。
もしもうつ病になったら
治療の基本は休養と薬物療法です。状
態に応じて、精神療法が取り入れられ
る場合もあります。
①薬物療法：うつ病には脳内の神経伝
達物質の伝達機能低下が関係していま
す。そこで、抗うつ薬の服用により、神
経伝達物質の動きを回復させる治療が
行われます。
②休養：基本的には一定期間、仕事や
家事などから離れて心身を休めます。
休まずに無理をするとさらに悪化して
しまいます。失ったエネルギーを充電

するという考え方が大切です。
③精神療法：カウンセリング、認知行
動療法などを通じ、問題解決のサーポ
ートが行われます。
　こころの病気のことや精神的につら
いと感じたら、こころの健康相談を行
っていますので、ひとりで悩まずお気
軽にご相談ください。

うつ病自己チェック
□毎日の生活に張りが感じられな

い
□これまで楽しんでやれたことが

楽しくない
□自分は立つ人間だと思えない
□わけもなく疲れたように感じる
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 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、fax0299-79-3113
 　図書館蔵書検索：HP　opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

3月の開館（室）日

 日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30 31
■市立図書館休館日：■
■江戸崎図書室：毎週月曜日、3
月21日、28日休室
■新利根図書室：毎週月曜日、3
月21日休室
■桜川図書室：毎週月曜日、3月
21日休室
●開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

市立図書館
新着図書

「かもめ食堂」群よ
うこ、「永遠のなか
に生きる」柳澤桂子、

「銀齢のはて」筒井
康隆、「おやすみ、こ
わい夢を見ないよう
に」角田光代、「ウー
マンズ・アイランド」
林真理子

子どもを守る50の方法」「防犯まちづ
くり」「60歳からの防犯手帳」「女性の
ための防犯マニュアル」「わが家の防
犯マニュアル」ほか

新利根図書室

蔵書整理中です
2、3月は、蔵書整理のため、本の貸し
出しを県立図書館と市立図書館の本の
みとさせていただきます。ご不便をお
かけしますがご協力をお願いします。
日程：〜3月31日（金）

ご面倒をおかけしますが、新しい市立
図書館発行のカードに更新をお願いし
ます。
更新に必要なもの
①現在お使いのカード
②氏名、住所、生年月日等が確認でき
るもの（健康保険証・運転免許証・学生証）

新着図書
「魔女の笑窪」大沢在昌、「短編小説よ
り愛をこめて」志水辰夫、「褐色の文豪」
佐藤賢一、「レンタル・チルドレン」山
田悠介、「シャイロックの子供たち」池
井戸潤

江戸崎図書室

犯罪から身を守る本を集めました。
「ちびまる子ちゃんのあんぜんえほん」
シリーズ「シリーズ・身をまもる」「白
いおばけのスー〜親子で学ぶ防犯絵
本」「今こどもが危ない！インターネ
ットから子どもを守る！」「犯罪から

市立図書館

子ども映画会
題名：「おおかみと七ひきの子やぎ／
わがままな巨人」／日時：3月11日

（土）12日（日）午後2時〜（上映時間22

分）／申込：当日、図書館カウンター
へ申し込む。定員70名
おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれたり、手品などを行います。
日時：3月26日（日）午後2時〜
3月の展示

「一人暮らしをスタート」
入学、入社、転勤…。4月から一人暮ら
しをはじめる人のためのお役立ち本を
集めました。簡単料理レシピ、家事の
コツなどサポートします。どうぞお役
立てください。
新しいカードへ更新はお済みですか？
現在お使いの旧東町立図書館のカード
は、4月からは使用できなくなります。



23　広報稲敷 平成18年3月号

ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

留
守
電
を
あ
づ
け
ら
れ
た
る
小
正
月	

坂
本
美
園（
戸
張
・
江
）

冬
山
に
亡
き
師
の
影
を
恋
う
て
お
り	

武
部
三
郎（
小
角
・
江
）

夫
の
背
に
頼
り
し
月
日
古
ご
よ
み	

中
村
林
子（
西
町
・
江
）

杖
の
歩
に
小
さ
き
手
を
か
す
初
詣	

福
本
き
み
え（
新
山
・
江
）

よ
く
透
る
声
は
女
房
で
去
年
今
年	

青
木
啓
泰（
本
宿
・
江
）

寒
椿
炎
る
一
花
の
雪
ま
み
れ	

矢
口
由
里
子（
西
町
・
江
）

狛
犬
に
出
迎
へ
を
受
く
初
詣	

溝
口
民
城（
高
田
・
江
）

書
初
め
の「
た
こ
あ
げ
」の
文
字
子
等
帰
る	

岡
村
敏
子（
新
山
・
江
）

子
等
作
る
枯
草
混
じ
る
雪
達
磨	

代
静（
犬
塚
・
江
）

艶
や
か
な
舞
も
と
び
出
し
初
句
会	

根
本
京
子（
高
田
・
江
）

孫
達
の
集
い
て
楽
し
お
元
日	

下
田
ま
さ
え（
月
出
里
・
江
）

年
賀
状
も
ら
う
数
だ
け
犬
が
い
て	

山
口
須
美
子（
上
君
山
・
江
）

初
春
の
風
吹
き
下
り
ぬ
羅
漢
山	

宮
本
芳
子（
切
通
・
江
）

庭
の
実
の
紅
を
つ
い
ば
む
寒
雀	
細
川
え
つ
子（
荒
宿
・
江
）

鉄
塔
の
連
な
る
果
て
の
寒
夕
焼	
小
林
文
子（
根
宿
・
江
）

顔
だ
け
が
の
ぞ
い
て
を
り
し
蓮
根
掘	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
・
江
）

滅
多
に
は
会
え
ぬ
寒
九
の
雨
に
会
う	

塚
本
田
鶴
子（
古
渡
・
桜
）

久
に
聞
く
屋
根
よ
り
落
ち
る
雪
の
音	

山
崎
幸
子（
浮
島
・
桜
）

口
元
は
山
茶
花
の
紅
雪
だ
る
ま	

大
久
保
晴
代（
古
渡
・
桜
）

玄
関
に
餅
花
飾
り
医
院
か
な	

大
久
保
フ
ク（
古
渡
・
桜
）

終
戦
の
還
暦
な
り
し
歳
暮
る
る	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
・
桜
）

落
ち
葉
掃
く
父
母
の
姿
を
見
て
る
だ
け	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
・
桜
）

野
に
低
く
煙
た
な
び
き
暮
れ
早
し	

埜
口
信
子（
阿
波
・
桜
）

朱
き
実
を
鵯
の
つ
が
い
啄
め
る
木
の
先
ま
で
も
凍
る
正
月	

内
田
雅
人（
椎
塚
・
江
）

団
塊
の
団
塊
ら
し
い
時
を
経
て
ぬ
れ
落
葉
に
は
な
ら
ず
は
ば
た
け	

鴻
野
ハ
ル
エ（
田
宿
・
江
）

さ
庭
辺
の
憩
う
小
鳥
に
新
ひ
か
り
影
絵
と
な
り
て
障
子
に
と
ど
く	

小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
・
江
）

一
〇
〇
余
枚
賀
状
の
束
を
掌て

に
載
せ
て
そ
こ
は
か
と
な
く
温
も
り
に
い
る	

根
本
正
直（
門
前
・
江
）

雲
間
よ
り
し
ば
し
拝
み
し
初
日
の
出
節
目
の
年
に
少
し
う
れ
し
き	

山
口
須
美
子（
上
君
山
・
江
）

夜
泣
い
て
昼
間
寝
て
お
り
ま
た
泣
い
て
誰
に
似
た
か
と
祖
母
は
問
い
か
け	

山
本
彰
治（
高
田
・
江
）

日
毎
食
む
卵
一
日
お
き
に
す
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
数
値
を
知
り
て	

渡
辺
あ
い（
荒
宿
・
江
）

元
旦
に
花
び
ら
餅
を
い
た
だ
き
ぬ
空
お
も
く
と
も
笑
み
が
生
ま
れ
る	

田
中
は
つ
み（
蒲
ケ
山
・
江
）

不
機
嫌
な
顔
は
キ
ラ
イ
よ
私
は
笑
う
憂う
れ

う
あ
な
た
の
ほ
う
が
大
人
で
も	

永
井
由
紀
子（
柴
崎
・
新
）

八や

十そ

路じ

と
も
な
れ
ば
巷
に
風
を
切
る
肩
の
巾
さ
へ
狭
く
な
り
た
り	

福
田
雅
子（
上
根
本
・
新
）

未
熟
な
る
介
護
の
わ
ざ
に
と
ま
ど
う
も
叔
母
は
無
邪
気
に
笑
い
て
く
れ
ぬ	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
・
新
）

初
風
呂
に
四し

肢し

を
伸
ば
し
て
ぬ
く
も
れ
ば
血
潮
は
走
る
よ
心
は
い
き
い
き	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
・
新
）

這は

う
虫
も
鈍に
ぶ

く
な
り
た
る
陽
だ
ま
り
に
腰
を
か
が
め
て
冬
に
ま
み
え
ん	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
・
新
）

新
年
の
光
差
し
込
む
玄
関
に
天
皇
御
一
家
の
写
真
華
や
ぐ	

永
長
小
夜（
古
渡
・
桜
）

六
度
目
の
戌
年
迎
え
文
字
太
く
て
い
ね
い
に
我
が
年
と
日
記
す	

矢
崎
健
一（
古
渡
・
桜
）

祝
い
酒
覚
束
な
き
手
で
つ
ぎ
く
れ
る
曾
孫
か
こ
み
正
月
を
祝
ぐ	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
・
桜
）

謝
辞
の
べ
る
孫
が
あ
わ
て
ず
良
く
出
来
る
事
を
願
っ
て
影
よ
り
祈
る	

小
貫
好
江（
浮
島
・
桜
）

両
の
手
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
袋
下
げ
二
歳
児
た
く
ま
し
く
朝
の
ご
み
出
し	

斎
藤
聖
子（
光
葉
・
東
）

紅
白
の
歌
声
聞
こ
え
て
仕
舞
い
湯
に
六
十
年
の
苦
節
を
流
す	

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
・
東
）

新
春
の
陽
差
し
明
る
き
ゲ
ー
ト
場
に
今
年
始
め
の
球
音
ひ
び
く	

板
橋
道
子（
福
田
・
東
）

朝
凪
ぎ
の
川
面
を
し
づ
か
に
水
脈
ひ
き
て
番
い
の
鳰
の
並
み
泳
ぐ
見
ゆ	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
・
東
）

背
の
黒
き
竜
の
う
ね
り
か
大
利
根
は
牙
光
ら
せ
て
烈
風
を
呑
む	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
・
東
）

生
む
こ
と
も
生あ

れ
出
る
こ
と
も
道
け
わ
し
母
子
と
も
今
を
深
く
眠
れ
り	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
・
東
）



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。
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どこに行っても猫ひろしと騒がれる池↓。そのちょっとした猫ひろしブームにジェラシーを感じ
た１か月でした（G4出）　▽年に一度の健康診断。おそるおそる体重計にのってみると…去年に比
べ8㎏減！（ニヤリッ）目標体重まであと5㎏。（池）
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ゴルフ場ゴルフ場
阿波崎城址阿波崎城址

世の人々の息吹が感じられるようで
す。
　現在は、阿波崎城跡保存会による公
園化が進められており、桜の名所とし
ても知られるようになりました。

東地区阿波崎にある阿波崎城址は、南
北朝の争乱の頃、南朝方の雄である北

きた

畠
ばたけ

親
ちか

房
ふさ

が転戦した古城跡で、昭和10
年に県指定史跡となっています。
　延元３年（1338）９月、北畠親房は
東国において新たな南朝方の軍勢を組
織するため、義

のり
良
なが

親王、宗
むね

良
なが

親王、結
ゆう

城
き

宗
むね

広
ひろ

、北畠顕
あき

信
のぶ

らと伊
い せ の く に

勢国大
おお

湊
みなと

を出帆
しました。しかし、途中暴風雨に遭い
船団は四散。義良親王らは伊勢へと戻
りましたが、親房の船は常

ひたちのくに
陸国東条庄

に漂着し、神宮寺城に入城しました。
同年10月５日、北朝方の軍勢が押し
寄せると、激戦の末神宮寺城は落城し、
次いで親房がここ阿波崎城に移ると、
所々より後詰めが参集して北朝方と戦
いました。しかし阿波崎城もほどなく
落城し、親房は小田城（現つくば市）へ
と移っていきました。
　南北朝の争乱の中で命を落とした郷
土の人々に思いを馳せながら、小高い
城跡から田園風景を眺めていると、中

ぶら〜り・稲敷　no.9　阿波崎城址の巻




